
  災害がゼロの場合でも、労働者数と延労働時間数および年齢別労働者数を記入し、提出願います。

労働災害統計票（平成○/○ ～ 平成○/○） 記記記入入入要要要領領領
                   ●協会ホームページにはエクセル版の提出用紙があります。

                 計･度数率･強度率の欄が自動計算なのでご活用ください。http://www.roaneikyo.or.jp

                   記 入 例

   事業場名    ○○産業㈱厚木工場             

            担当者所属･氏名 総務課 厚木太郎    TEL 040（220）0000

1.月末労働者数・延労働時間数および労働災害による死傷者数

労働災害による死傷者数区分

月別

労働者数
（人）

延労働
時間数

（時間） 死 亡
永久全
一部労
働不能

休 業
(4 日以上)

休 業
（1～3日）

計

損 失

日 数

○/○月 74 15,607 １ １ 2

○月 75 14,202

○月 75 14,876 １ １ 14

     
    

○月 75 13,949 １ １ 50

○月 74 13,920

○月 75 15,133 度数率 強度率

計 448 87,687 １ １ １ ３ 66 34.21 0.75

（※1）

2.年齢別労働者数       3.災害内容分析

（平成○年○月末現在）     （1）被災者の年齢別および経験年数別（労働災害による死傷者数を分類し記入する）

  （2）災害発生原因の態様（労働災害による死傷者数を分類し記入する）
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合図、連絡が不徹底のまま動作した

安 全 装 置 を 無 効 に し た

機 器 の 操 作 を 誤 っ た 1 1

間 違 っ た 機 器 を 使 っ た

無 理 な 姿 勢 で 動 作 し た 1 1

確 実 に 持 た な か っ た

作 業 状 態 を 確 か め な か っ た

保 護 具 の 使 い 方 が 悪 か っ た

第 三 者 に 不 安 全 行 為 が あ っ た

そ の 他 の 不 安 全 行 為 1 1    

計 1 1 1 ３

     （※1）

満 年 齢 労働者数（人）
経験年数

満年齢
1 年未満

1 年以上
3 年未満

3 年以上
10 年未満

10 年以上 計

20 歳未満 3 20 歳未満 1 1 2

20 ～ 29 歳 17 20 ～ 29 歳

30 ～ 39 歳 22 30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳 20 40 ～ 49 歳

50 ～ 59 歳 8 50 ～ 59 歳 1 1

60 歳以上 5 60 歳以上

計 75 計 1 1 1 ３

・死亡又は障害(障害等級に該当する場合)の損失日数

障 害 等 級
区分 死亡

1 級 2 級 3級

損失日数 7,500 7,500 7,500 7,500

障 害 等 級
区分

4級 5級 6級 7級 8級

損失日数 5,500 4,000 3,000 2,200 1,500

障 害 等 級
区分

9級 10 級 11 級 12 級 13 級 14 級

損失日数 1,000 600 400 200 100 50

・上記以外の休業損失日数

算出方法：休業日数×  （0.82）＝ 損失日数

（少数点以下切捨）

例えば休業日数が 33 日の場合は、損失日数27 となる。

ただし、休業日数が 1 日の場合は計算上はゼロとなるが

損失日数は 1日と記載してください。

休業日数が確定していない場合については見込みの休業

日数を基に算出し記載してください。

なお、障害等級が確定していない場合についても見込み

の障害等級で記載してください。

（※1）

延労働時間数、度数率、強度率算出式

延労働時間数＝（出勤延人員×所定労働時間）

        ＋時間外労働時間数

   労働災害による死傷者数
度数率＝         × 1,000,000
     延労働時間数

      損失日数
強度率＝         × 1,000
     延労働時間数

労働災害による死傷者数を以下の項目毎に分類し、記入し

てください｡（パート・アルバイト・派遣社員を含みます）

・死亡

・永久全･一部労働不能

・休業（4 日以上）

・休業（1～3 日）

※以下は除外してください。

1. 不休災害

2. 通勤途上の災害（通災）

所属する支部名を記入してください。

月末の労働者数を記入してください。

（パート・アルバイト・派遣社員も含みます）

3人

87,687時間

算出式により少数点以下 3 位まで求め、3 位目を四捨五入し

記入してください｡

本記入例の数字を使って算出すると次のようになります｡

例        × 1,000＝0.752 四捨五入≒0.75

･強度率とは、1,000時間当たり何日損失したかをみる｡

1 項に記入した死傷者数を年齢別、経験年数別に分類し、

人数を記入してください｡

例えば、年齢 55 歳で作業経験 20 年の作業者の災害につ

いて記入するとすれば、タテの区分は 50～59 歳で、ヨコ

の区分は 10 年以上のところとなります。

１項に記入した災害の人的原因の内容を

不安全行為（災害に結びついた危険な動作のことであり、

その代表的なものが 10項目タテに記載してある）

不安全な人的要素（前記の不安全行為のキッカケとなった

ことがらであり、その代表的なものが 11 項目ヨコに記載

してある）に分類し、死傷者数を記入してください。

その月に各労働者が実際に働いた時間数

（総労働時間数）を集計し記入してください。

延労働時間数＝（出勤延人員×所定労働時間）＋

時間外労働時間数（休日出勤を含む）

過去１年間の、いずれかの月末労働者数を満年齢毎に分類

し、記入してください。

(※1)は同一数字となる

  66 日

87,687時間

300

提出先     支部

労働災害統計委員 殿

算出式により少数点以下 3 位まで求め、3 位目を四捨五入し

記入してください｡

本記入例の数字を使って算出すると次のようになります｡

3 人

例 87,687 時間 × 1,000,000＝34.212 四捨五入≒34.21

･度数率とは、100 万時間当たり何人の発生かをみる｡
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